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ロケットWGミーティングの流れ



ロケットWG ガイドライン

新規団体の増加にともなって既存の団体の負担が増加
同じことを何度も教えたりと面倒が多かったりと問題が
多い
新規団体が踏むべき手順も曖昧

背景

今後、新規団体ができた場合に手渡せるバイブル的なも
のを作成する
既存の団体において、新入生教育に使える程度のものに
曖昧になっている安全基準などを取りまとめる

目的

項目を制定し，作成していく

結論



ロケットWG プロジェクト



ロケットWG 射場管理

昨年度から、能代宇宙イベントへの参加団体が増加
対して、他の射場には余裕がある状況
より効率的に各射場を利用する仕組みが必要

射場管理

能代

加太

伊豆大島

大樹

・
・
・

適切な射場分配



ロケットWG 短・中期Visionの策定

モデロケ教室(東工大・東海大・徳島大…etc）
水ロケット(東北大・室蘭工大・高知工科…etc)
フィルムロケット(秋田大・東海・CORE)
ハイブリッドロケット教室(東海)
公開燃焼実験・公開モデルロケットイベント（G型）
各種航空宇宙イベント運営の補助
ロケガール要請講座/JAXA特別公開/地域イベント
Cansat甲子園
能代一般公開

現状で行っている地域貢献活動

[実は以外と多い]

短期Vision 既存のイベント把握，拡充

中期Vision ロケットWGとして活動と言えるレベル
まで，継続性や社会性を高める



第４回加太宇宙イベント
ご案内

加太運営代表

立命館大学 学部2回

羽生臣太郎

か だ



開催目的

ロケットの打ち上げ実験はもちろん、

イベントを開催することで

加太しいては関西圏の人たちに

ロケットを身近に感じてもらおう



運営体制

運営副代表
豊吉@高知工科
南方@和歌山

実験代表
幡野@高知工科

イベント代表
渕上@徳島

ランチャー担当 GSE担当 ？

運営代表
羽生@立命館

アドバイザー
島野@和歌山



開催場所について

•関西圏における唯一の射場

•和歌山県土地開発公社が管理

•以前から和歌山大学WSPやロケ
ガで使用

•今年3月には5大学が打ち上げを
行った

和歌山市加太
https://www.google.co.jp/maps/@39.6936407,142.7643588,5.09z



位置関係

大阪から

車で1時間50分

和歌山駅から

車で30分

和歌山大学から

車で20分

射場

和歌山大学

和歌山駅



今後について

•現状、参加予定は和歌山大学、大阪府立大学、徳島大学、高知
工科大学、立命館大学の５大学

•参加大学からなる安全審査委員会設置予定

•参加登録は１１月の予定

•他大学の参加、大歓迎！！！

•今後予想される新規団体の打ち上げ場所としても有力か！？



さいごに

加太運営陣の経験値はまだまだです。

特に安全審査、イベントにおけるアドバイスを

どしどしお願いします。


